
 

海老名市立柏ケ谷中学校 学校運営協議会 議事録 

（令和８年度 第２回） 

 

１ 日時         令和８年５月９日（土）10：00～12：00 

 

２ 場所         海老名市立柏ケ谷中学校 第一会議室 

 

３ 出席委員    二見吉男副委員長、羽野健二委員、小林麻衣委員、 

海野望委員、寺和彦委員、石田誠委員、 

金川直美委員、佐藤充明委員、橋本絵美里委員、 

小宮洋子委員、渡辺優士委員 

※学校より、草柳あさみ総括教諭、永井秀磨教諭が出席 

 

４ 会議の内容  

（１）委員長挨拶 

澁谷委員長欠席の為、二見副委員長よりご挨拶。 

（２）議事 

① 「柏ケ谷中学校学校運営協議会実施計画」について 

小宮校長より説明。 

〇柏ケ谷中学校区の子どもの実態 

 ・明るく素直で学校生活に全力で取り組む生徒が多い一方で、個々に悩みを 

抱え、支援を必要とする生徒も見られる。 

 ・学校全体が落ち着いた環境に保たれている反面、それが一種の同調圧力の 

ような形として作用している懸念がある。 

 

〇地域の特色 

 ・地域全体で子どもを見守り、成長を支えようとしてくださる温かい土壌が 

あり、自治会や青健連による防災活動や祭事も極めて活発である。 

 ・令和 7 年度の本校創立 50 周年事業を機に地域連携がさらに深まり、生徒が 

地域のイベントに参加する機会も増加した。 

 

〇子ども・学校・地域の目指す姿 

 ・「子ども・学校・地域の協働」により、子どもたちが地域の一員としての自 

覚を持ち、地域の方とのふれあいを通して多くの人生モデルを学ぶととも 

に、イベント等に参加することで地域の活性化を図る。 

 



金川委員：他地域では高齢化等で子ども達が関われるイベントが減っているの 

も事実。この「子ども・学校・地域の協働」を大切にしたい。 

二見副委員長：この地域は自治会や青健連の結束が強い。それは大塚ふるさと 

祭りのような皆が集まれる場所があるから。かつて学校が多難 

だった時も『花活動』で立て直した経験があるし、これからも 

この団結力を維持していきたい。 

羽野委員：中学生が祭事の手伝いに参加し、地域の活性化を支えてくれている。 

この取り組みを、ぜひ継続して欲しい。 

海野委員：学校に来られなくなった子どもたちが孤立しないよう、どう学校・ 

地域との繋がりを保ち続けていくかというのも考えていかなければ 

ならない。 

  

② 「地域とともに歩む柏ケ谷中学校」の継続と充実にむけて 

小宮校長より説明。 

前年度の創立 50 周年記念事業において実施した地域連携の取組を継続させる 

ための体制確立を目指し、連携窓口としての学校運営協議会のあり方を研究。 

 

〇部活動の地域イベントへの参加 

 継続。今年も多くの部活に参加してほしい。夏の活動に関しては、暑さ指数 

を基準に判断する。 

 

〇大塚ふるさと祭りの片づけ・手伝い 

 継続。５月の総会、7月の第一回実行委員会で詳細打ち合わせ。 

 

〇地域合唱団 

 中止。今年度は披露する場がない。 

 

〇地域の方々の体育祭への参加 

 継続。玉入れ競技に参加。今年度は球出しも行う。 

 

〇卒業生による柏中型応援団 

 検討。昨年度は実施できず。 

 

 橋本委員：大学生をターゲットにしたいが学生は忙しい。応援団としての参 

加人数を多数名確保し、イベント当日は出席可能なメンバーで、 

というのが現実的なライン。 

 石田委員：まずは在校生に参画してみたいかアンケートを実施するとよい。 

 



 海野委員：今から毎年アンケートを実施して積み重ね、将来的に活動ができ 

る土壌を整えておくとよい。 

 金川委員：高校生になり、部活動に顔を出しに来てくれる生徒は一定数いる 

ので、もう少しハードルが低いところから活動を始めていくほう 

が参加しやすいのでは。 

 

【令和８年度追加事業】 

〇1 学年宿泊学習における地域サポート 

 縁日の会場設営、調理サポート、食材購入、朝食準備、寝具契約、 

夜間の安全確保、渉外（周辺住民、市役所） 

 

〇1 学年職業講話における地域サポート 

 講師の紹介と依頼 

 

〇2 学年職場体験学習における地域サポート 

 事業所探し、事業所との事務連絡 

 子どもたちが地域の店や事業所で活動することで、地域全体に活気が生まれ、 

経済的な活性化にも繋がる可能性がある。 

 

〇探究学習における地域サポート 

 今年度より、学校全体として「地域とのつながり」をテーマとした探究学習 

を「総合的な学習の時間」で取り入れていく。 

 各々の課題に沿い、子どもたちの「自走」をバックアップしていく。 

 

③ 「１学年宿泊学習」について 

1 学年、学年代表の草柳総括教務より進捗説明。 

〇依頼事項 

 ・縁日の会場設営 

 ・調理サポート 

 ・食材購入 

 ・朝食準備 

 ・寝具契約 

 ・夜間の安全確保 

 ・渉外（周辺住民、市役所） 

金川委員：寝具業者との契約等進捗を説明。 

二見副委員長：調理方法を説明。食材の量の見直しを提案。 

海野委員：当日の食材の購入、搬入、保管方法について説明。 

 



その後全員で上記事項について協議し、当日の流れを最終確認。 

（３）その他 

「令和８年度海老名市コミュニティ・スクール研修会兼中学校区学校運営協議会」 

（４）次回の学校運営協議会の日程について 

第３回協議会･･･未定 

 


